Veritas　2010春期講習　講座案内【現代文】
現代文　読解基礎講座（5回）

●演習をしながら、現代文を読解すると言うことがどういう事なのかについてレクチャー。

　これ以降、現代文・記述演習やセンター・客観問題演習などを行っていく土台になる講座です。

●学年を問いません。要予習です。

●教材はプリントを使用。別途テキスト代はかかりません。
●内容

　ある意味で大学入試の中でもっとも困難な壁になるのが現代文のように思います。例えば英語は中1から始めたとして6年、数学は小1から数えて12年の学習をしてきていますが、毎日膨大に英語や数学に触れているわけではありません。それにくらべて現代文は17，18年間毎日、毎日、日本語に触れ続けた蓄積が背景にあります。だからこそ「最も難しい」のだと思います。
　しかもたいはんの生徒は「現代文の勉強方法がわからない」といいます。それどころか「現代文って勉強が必要なんですか？」という生徒もいます。

　しかし実は「現代文を読解する」と言うことがどういう事なのかのイメージがほとんど定まっていません。正体不明の力をつけるための演習はほとんど考えることもできません。

　今回の講座はまずこの点をはっきりと掴むための内容にしました。

現代文の読解力は、現代文の試験にとどまらない大きな意味をもっています。

人間が言葉を使って考える以上、言葉への感覚、厳密さ、あるいは論理性は思考力を大きく規定します。理系の生徒でも根本的なところで国語力が壁となって立ちはだかるケースが非常に多いように思います。例えば教科書、テキスト、参考書、問題集の解答などが十分に読めないことの原因の一つは国語力そのものにあります。
　こうしたことから、今回の講座では、

①まず論理的に【読む】ということがどういうことなのか

②文章の読解において主語・述語・目的語を捉えることの大切さ

③文章を貫く論理構造＝同一性、対比・対立、因果関係の辿り方

④筆者の主張の捉え方

　について演習と講義を行います。

　まずは文章を読むと言うことをしっかり掴もうとする講座です。
Veritas　2010春期講習　講座案内【数学】
■2次、3次関数、方程式の論理（4回）
●対象　学年の制限はありません。テキストはプリントを使用。
●数学は非常に大ざっぱに言えば幾何学＝図形、と代数＝方程式・不等式を2大分野として発展してきました。特に関数や方程式が中心になる数式の扱い、あるいは数式とグラフとの関わりは非常に大切です。例えば、
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という式があるとします。これをなん通りくらいの捉え方ができるでしょうか。4通りくらいの捉え方ができれば立派です。非常に柔軟に式を捉えています。
　数式を捉える自由度は、そのまま数学の自由度でもあります。今回は、関数や方程式の基本的な扱い方から自由度のアップへと進めていきます。
●1コマ3題くらい扱う予定。要予習。

■ベクトルの基本（4回）
●対象　学年の制限はありません。テキストはプリントを使用。

●ベクトルは扱い慣れるとこれほど便利な物はありません。数学の世界が大きく広がります。
　けれども逆にいろいろな方法が可能で便利すぎるためとまどう人も少なくありません。その原因はベクトルというものの基本的な仕組みが明確ではないからのように感じます。

　今回の講座では、まずベクトルって何？と言うことからはじまって、たいていどこかにモヤモヤした物を抱えている位置ベクトル、内積などの意味を明確にさせて、ベクトル方程式とよばれるものを扱います。演習よりも講義がメインになります。

●予習用のプリントあり。
●復習用の問題プリントあり。

■極限（数Ⅲ）（4回）
●対象　学年の制限はありません。

●数Ⅲは数Ⅰ、Ⅱとは比較にならないくらい論理が厳密になります。それはこれまで関数、グラフと言えば基本的に連続で微分可能だったものばかりだったところから、微分できなかったり、不連続だったりするものが一挙に流れ込んできます。そのため理屈をキチンとしていなければ、とんでもないことになってしまうからです。また計算量も多くなり、これまで高校で習ってきたことが数Ⅲの微積分でまとめ上げられるようになります。だから数Ⅲは難しいのです。
　同時に数Ⅲを難しく感じさせるのがこの極限という概念（操作）です。

●講座では、基本的な概念の徹底と極限操作の基本を習得します。これは数Ⅲ全体の基盤でもあります。
●要予習。プリントあり。
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